
 

2050 

2008 年度に運転を再開し、１０年

程度以内を目途に 

①ナトリウム取扱技術の確立 

②発電プラントとしての信頼性の

実証 

という所期の目的の達成を目指

す 

高速増殖原型炉「もんじゅ」 

2015 2025 2000 2006 

革新的な技術システムを実用化候補まで発展させる段階 革新技術システムを実用化するための段階 実用化段階 

2010 

実証施設 

高速増殖炉サイクルの 

実用化戦略調査研究 
（文部科学省、日本原子力研

究開発機構等）  

高速増殖炉サイクル 

実用化研究開発 
    （文部科学省、経済産業省、 

     日本原子力研究開発機構等） 
移行 

２０１５年に 

①実用施設の概念設計 

②実証施設の概念設計 

③実用化に至るまでの研究開発計画 

を提示することを目指す 

① 2010年頃に、研究開発の進捗、実用化に向けた取組の検討状況等を評価
→ 2015年までの研究開発方針の一層の具体化を行う 
② 2010 年頃から開始する第二再処理工場の在り方に関する議論に資する
科学技術的な知見を提供 

設計、安全審査等 

設計、安全審査等

高速増殖炉サイクル技術の裾野の広い基礎的・基盤的な研究

文部科学省、経済産業省、日本原子力研究開発機構、電気事業者及び製造事業者は、 
実用化に至るまでの工程表（ロードマップ）の検討を継続的に進める 
（実証・実用化段階の在り方及び各段階における役割分担の具体化） 

2015 年に概念設計が提示された実証施設 

をその後１０年程度で実現することを目指す 

改造工事

実用施設 

2050 年頃から商業ベース 

で高速増殖炉サイクル技術

を導入することを目指す 

実証施設への要求を含む

実証・実用化段階の在り

方等の検討内容 

現在の知見で実現性が最も高い高速増殖炉

サイクル技術概念 

→ナトリウム冷却高速増殖炉＋先進湿式法再

処理＋簡素化ペレット法燃料製造 

原子力委員会の定める高速増殖炉サイクル技術の今後１０年程度の間における研究開発に関する基本方針を踏まえた 

実用化に至るまでの取組のイメージ 


